
31 そして、あなたがたの中で、アッラーとかれの使徒に
しっかり従い、アッラーが喜ぶ善行に励む人には、われら
は倍加した報奨を与えよう｡また、われらはかの女たちの
ために気前良い糧を準備した｡それは楽園である｡

32 預言者の妻たちよ、あなたがたは他の女性たちと
は、その特典と気高さゆえに同じではない｡そのレベルの
高さは、他の女性たちがアッラーの命令に従い禁則を順
守しても、とても手が届かないほどである｡だからもしあ
なたがたがアッラーを意識するなら、心にある偽善と許
されない欲情をたくましくしないように、他の男性と話す
ときは言葉を優しくしてはいけない｡疑念が生じないよう
に話し、真剣にして、そして気軽な風情ではものを言わな
いように｡

33 あなたがたの家に静かにして、イスラーム以前の無知
な時代のように男性の気をひくために華美な飾りをして
はいけない｡完璧に礼拝の務めを守り、定めの施しをな
し、アッラーとかれの使徒に従順でありなさい｡預言者の
妻たちとこの家の人びとよ、アッラーはあなたがたから
危害と悪事を除き、心の不浄を払い、美徳で飾り、悪徳を
完全に追放し、何らの非難も残らないようにすることを望
まれている｡

34 また、あなたがたの家の中でアッラーの降ろされる啓
示と純粋な預言者の言行に留意しなさい｡誠に、アッラー
はあなたがたを預言者の家に置かれて親切であり、あな
たがたを預言者の妻となされ、また信者の母とされて、あ
なたがたをよくご存知なのである｡

35 アッラーに帰依する男性と女性、信仰する男性と女
性、敬虔な男性と女性、言動共に正直な男性と女性、試
練と逆境に忍耐強い男性と女性、義務であれそうでなく
ても施しをする男性と女性、義務であれそうでなくても斎
戒（断食）する男性と女性、姦通からは遠く貞淑な男性と
女性、人に見られず、あるいは公然とアッラーを多く唱念
する男性と女性。確かに、これらの人のために、アッラーは罪を赦し、復活の日に楽園という凄い報奨を準備した。

本諸節の功徳:
●ムスリマ(女性)への教えは、言葉を優しくすることを禁じ、必要な時以外は家に留まること、美を見せびらかさないことである｡
●預言者の家の人びととかれの妻たちの美徳｡
●アッラーが特例を設けられたものを除いては、男女間の平等の原則はその言動と報奨の関係にみられる｡

۱۲۲
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36 信仰する男性も女性も、アッラーとかれの使徒が何か
を決めたときには、勝手に選択すべきではない｡アッラー
とかれの使徒に背く人は、明らかに道を誤った人だ｡

37 預言者よ、アッラーが恩恵を授け、またあなた(ムハン
マド)も親切を尽くした人(養子のザイド・ビン・ハーリサ)
に、あなたは彼が妻ザイナブ・ビント・ジャハシュの離婚
について相談に来たのでこう言った｡妻(ザイナブ)をあ
なた(ザイド)自身の元に留め、離婚はしないように、そし
てアッラーを意識しなさいと｡あなた(ムハンマド)はかれ
の離婚後は、アッラーが命じるだろう養子ザイドの元妻と
の結婚を自分の中に隠し、人びとのことを恐れていた｡
むしろ、あなたはアッラーを畏れるべきだったのだ｡それ
で、ザイドがかの女(ザイナブ)について所要な手続きを
済ませ(離婚し)たとき、われらはあなた(ムハンマド)をか
の女と結婚させた｡こうすることで信者が所要の離婚後
の待婚期間を終えたなら、自分の養子の(元)妻たちとで
も結婚できることにしたのである｡このようにいつも、ア
ッラーの命令を阻止するものはなく、それは完遂される｡

38 自分の養子の元妻たちでも離婚後に結婚したことに
ついて、預言者は罪を問われることはない｡これはあな
た以前の使徒たちに関するアッラーの慣行でもあり、そ
の逸脱ではなかった｡アッラーの命令は、動かせない定
めなのであり、そこに意見や選択はなく、預言者は元妻
との結婚と養子関係の解除という命令を実施したので
あった｡

39 預言者たちはアッラーのお告げを人びとに伝え、かれ
を畏れ、またアッラー以外の何ものをも畏れない人びと
であった｡アッラーが許されたことを実行するのに、他の
人が言うことには注意を払わなかった｡アッラーは人間
の言動の清算者として万全である｡善には善を、悪には
悪をもって報われるのだ｡

40 ムハンマドは、あなたがたの男性の誰の父親でもな
く、ザイドの生みの父親でもなかったので、離婚後の元妻との結婚は許されるということである｡しかしアッラーの使徒であり、また
預言者たちの封印である｡アッラーはその僕のことを、すべてご存知である｡

41 信仰する人びとよ、アッラーを常に唱念しなさい｡心と舌と身体でもって｡

42 朝な夕なに、至高で唯一なるアッラーを賛美しなさい｡

43 かれこそは、あなたがたを暗黒から光明に連れ出すために、天使たち共々あなたがたを祝福する方である｡かれは信者に慈悲
深い｡帰依して、命令には従い、禁則を順守する人に、苦痛を与えられることはない｡

本諸節の功徳:
●信者はアッラーの命令に従って、それに導かれることが義務である｡
●アッラーは信者の心の内を熟知されている｡
●信者の母であるザイナブ・ビント・ジャハシュの特性の一つとして、アッラーは彼女の結婚契約を七つの天国の上から成立させら
れた｡
●特に朝と夕方に、アッラーを唱えることの功徳｡

۱۲۳
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44 かれらがかれに会う審判の日の挨拶は、あらゆる悪か
ら逃れる平安と安全の言葉だ｡かれはかれらのために、
気前良い報奨である楽園を準備した｡それは命令に従
い、禁則を順守したためである｡

45 預言者(ムハンマド)よ、確かにわれらはあなたを人び
とに対する、楽園の吉報を伝える伝達者として、そして不
信仰者への懲罰の警告者として遣わした｡

46 また、アッラーのみを崇めて、そしてかれの命令に服
従するように招く人として、また光明を行き渡らせる導き
の灯明として遣わした｡

47 だから、信者たちにアッラーからの偉大な恩寵がある
との吉報を伝えなさい｡偉大な定めと、素晴らしい報奨で
ある現世での支援と来世での楽園である｡

48 非信者たちや偽信者たちに従ってはいけない｡かれ
らの妨害を意にとめず、ただひたすらアッラーを信頼し
なさい｡そうすることは、あなたがたが伝えることを信じ
させるのに、一層有効かもしれない｡敵に対抗してあなた
がたを支援するアッラーは、帰依すべきで、現世と来世に
わたって保護者として万全なのである｡

49 信仰する人びとよ、アッラーの定めを守る人びとよ。
あなたがたが信者の女性と結婚して、かの女に触れる前
に離婚する場合は、かの女らについて月経の回数や定
めの待婚期限を計算する必要はない。というのは、かの
女たちに触れていないのだから、その子宮は問題ないか
らだ。しかし離婚による心理的なダメージを慰めるため
に、かの女たちにはあなたの財政に合わせて補填を与
え、また面目を立ててかの女たちが実家に帰れるように
しなさい。

50 預言者(ムハンマド)よ、われらがあなたの妻として許
した人は、あなたが婚資を与えた妻たち、またアッラーが
あなたに授けた戦利品のうち、あなたの女性の奴隷、あなたと共にマッカからマディーナに移住してきたあなたの父方のおじとお
ばの娘たちや母方のおじとおばの娘たち、また信仰する女性で自らを預言者に献上したいという人で、もし預言者がかの女と結
婚を欲するなら許される｡これはあなた(預言者)だけの特例で、他の人びとには許されない｡また信者は一時に４人までは結婚で
きる｡さらにわれらは信者たちが数に制限なく、女奴隷とは結婚可能であると定めた｡また以上の中にあるように、他の人には許さ
なかった事柄もあなたには許したので、あなたが責められて困ることはないだろう｡アッラーは悔い改める人はよく赦す方であり、
慈悲深いお方である｡

本諸節の功徳:
●危害に対する忍従は、成功する宣教師の特性の一つである｡
●触れなかったにしても、離婚した女性に補填を慰めとして与えるのは望ましい｡
●自らを預言者に提供した女性とは、婚資を与えなくても預言者は結婚できる｡
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51 あなた(ムハンマド)は望むように、かの女たちの中か
ら夜を過ごすのを先送りし、あるいはまた受け入れても
かまわない｡またあなたが寝床を共にすることを退けて
いた人を欲しても、責めはない｡先送りしたり、範囲を拡
張したりするのは、かの女らを悲しませず、またあなた
がかの女たち全員に与えるものでかの女たちの目を冷
やす(喜ばせる)ためにより適切なのである｡かの女たち
は、あなたが義務を放棄せずに、また権利を全うしない
ことはないということを知っているからである｡アッラー
はあなたがたが胸に抱く、好みに傾向性があることも知
っている｡アッラーは全知にして隠せるものはなく、処罰
をすぐにはしないで改心するのを待つほどに、度量が広
いのだ｡

52 今後はあなたに現在以外の女性との結婚は許されな
い｡離婚した後に、さらに結婚することも許されない｡ま
た、たとえ美貌があなたの気をひいても、妻たちを取り替
えることもできない｡ただし、あなたの右手が所有する女
奴隷とは数に制限なくできる｡アッラーはすべてのことの
擁護者である｡この定めは、預言者の妻たちの特性を示
している｡というのは、かの女たちを預言者が離婚できな
いこと、そしてその代わりの結婚もできないからである｡ 

53 信仰する人びとよ、あなたがたが食事のために招か
れて入室の許しを得る以外は、預言者(ムハンマド)の家
に入ってはいけない｡ただし早く着きすぎて、その食事の
準備中、長々と待つことがないように｡そして食事後は速
やかに退去すべきだ｡世間話に長居してはいけない｡こ
のことが預言者に迷惑であっても、預言者はあなたがた
を(退出させることを)遠慮するだろう｡しかし、アッラーは
真実を命じることを遠慮されない｡また、あなたがたがか
の女ら(ムハンマドの妻たち)に食器のことなど、何ごと
でも尋ねるときは、面と向かってではなく、帳の後方から
にしなさい｡それは預言者の立ち位置を考えてもそうだ
し、またその方があなたがたの心、またかの女らの心に
とって一番清浄で、悪魔が心に呟き、悪を美に見せかけ

ないためである｡また、あなたがたは食後の社交で迷惑をかけ、あるいは預言者の没後にその妻と結婚することなどで、アッラーの
使徒を悩ますようなことがあってはいけない｡かの女たちは信者の母親なので、自分の母親とは誰であれ結婚は許されないからで
ある｡また、あなたがたはどんな場合でも、かれ(ムハンマド)の死後にかれの妻たちと結婚するなどの不当な行為は禁止され、それ
はアッラーの御元において大罪である｡

54 あなたがたが何かを現してもまた隠しても、アッラーはすべてのことをご存知｡あなたの言動の善には善を、悪には悪の報いを
される｡

本諸節の功徳:
●教友たちが預言者（アッラーの祝福と平安を）の家で長居したが、それは迷惑行為だと非難された。これは預言者の主の御元で
の、格別の立ち位置ということである。
●至高なるアッラーの、知識と寛大さという二大特性の確認｡
●恥じらいは預言者の特性の一つ｡
●預言者（アッラーの祝福と平安を）の妻たちの信者の母親という立場の保全。
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55 帳がなくてもかの女(預言者の妻)たちが目にしたり話
したりするのに罪ではない人は、かの女たちの父とその
息子たち、かの女たちの兄弟とその息子たちやかの女た
ちの姉妹の息子たちで、血縁でも乳母の関係でも構わ
ない｡また信者の女性たちやかの女たちの右手が所有
する人びとも、そうである｡信仰する女性よ、アッラーを意
識し、その命令に服しなさい｡誠に、アッラーはあなたが
たのすべてのことを監視されている｡

56 真に、アッラーは天使たちに対して使徒のことを称え
て、天使たちはかれのために祈念する｡信仰する人びと
よ、あなたがたはかれを称えて、その平安を大いに祈願
しなさい｡

使徒のことを称えて祝福するようにアッラーが命じられ
た時、かれに危害を加えることを禁じられた｡

57 確かに、アッラーと使徒を言葉と行動で害する人に
は、アッラーは現世でも来世でもその慈悲から遠ざけ
て、かれらのために来世で恥ずべき苦痛を準備した｡

58 また、男性の信者と女性の信者を、相応の罪を犯さな
かったのに害する人は、虚偽と明白な罪を負ったことに
なる｡

59 預言者(ムハンマド)よ、あなたの妻、その娘たち、また
信者の妻たちにも、長衣を下まで垂らすように言いなさ
い｡そうすればかの女たちは自由な女性であることが分
かり、奴隷の女性が蒙るような危害を受けないだろう｡ア
ッラーは悔い改める僕をよく赦す方であり、慈悲深いお
方なのだ｡

60 もし偽信者、欲望に縛られて心に病のある人、そして
マディーナの町中で分裂させるために噂する人びとが止
めなければ、われらはあなた(ムハンマド)にかれらを処
罰させる｡そうすれば、破滅するか追放させられて、かれ
らはあなたの隣人としてほとんどいられないだろう｡

61 かれらはアッラーの慈悲から拒否され、どこであれ見つかり次第捕えられ、殺される｡かれらの偽善と地上に腐敗を及ぼしたた
めである｡

62 これは偽善者に関する、昔の過ぎ去った人びとについてのアッラーの慣行で、あなたはアッラーの慣行には何の変更も見出せ
ない｡

本諸節の功徳:
●アッラーと天使たちから見ての、預言者ムハンマドの高い地位｡
●理由なく信者に危害を加えてはならないこと｡
●偽善は懲罰の原因となる｡
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63 使徒よ、多神教徒たちはあなた(ムハンマド)に(審判
の)時について拒否しつつ、いつ来るのかと尋ねるし、
ユダヤ教徒たちもそうするだろう｡言いなさい｡確かに、
その知識はアッラーの御元にある｡どうしてあなたに分
かるだろうか｡使徒よ、その時は近いかもしれないのだ｡

64 確かに、至高なるアッラーは非信者をその慈悲から拒
否し、かれらのために最後の審判のための烈火を準備
した｡

65 かれらは永遠にその中に住み、益する保護者も保護
する援助者も見出せない｡

66 その日、かれらの顔は火の中でひっくり返らされ、か
れらは酷い後悔と共に言う｡ああ、わたしたちはアッラー
の命令に従い禁則を守っていればよかったのに、そして
使徒が主からもたらしたことに従えばよかったのに｡

67 また、かれらは弱 し々い口実として言うだろう｡わたし
たちの主よ、確かに、わたしたちは頭領や権力者たちに
従っていたが、かれらがわたしたちを正しい道から迷わ
せたのだ｡

68 わたしたちの主よ、かれらの苦痛を2倍にして、完全に
あなたの慈悲から拒否してくださいと｡

69 信仰してアッラーの命令に服従する人びとよ、ムーサ
ーに危害を加えた人のようであってはいけない｡ムーサ
ーの身体的な欠陥を指摘したが、アッラーはかれらが(ム
ーサーについて)言った中傷から、かれ(ムーサー)を清め
た｡アッラーの御元で、かれは高い栄誉を与えられてい
る｡そしてかれの嘆願は聞き入れられ、その努力は無駄
にならなかった｡

70 信仰する人びとよ、アッラーを意識しなさい｡そして命
令に従い、禁則を守りなさい｡また実直な言葉でものを

言いなさい｡

71 かれはあなたがたが意識して言動を正しくすれば、正しい行為を受け入れて、諸々の罪を消去し、それを罪の計算に入れない｡
アッラーとその使徒に従う人は、確かに比較できないような偉大な勝利を達成する人である｡それはアッラーの満悦を獲得し、楽園
に入るという成功である｡

72 実は、われらは諸天と大地と山々に教えを守り、富を守り、秘密を秘匿する義務を命じたが、しかしその結果を恐れて、それらは
その義務を担うことを辞退した｡一方、人間はそれを担った｡実に人間は、自分を圧迫して、そういったことの結果を恐れてはいなか
ったのだ｡

73 アッラーは偽信者の男性たちと女性たちや、多神教徒の男性たちと女性たちを処罰する｡そして、アッラーは信仰する男性たち
と女性たちに慈悲をかける｡アッラーは悔いる人をよく赦す方であり、慈悲深いお方である｡

本諸節の功徳: 
●審判の時は、アッラーのみが知っている｡
●逸脱の罪を上司のせいにする人は、その責めを逃れるものではない｡
●預言者を言動で危害を加えることは、厳しく禁じられていること｡
●人間が背負った責任の重大さ｡

۱۲۷
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34．サバア章
マッカ啓示

本章の趣旨:
人々の状況の変化におけるアッラーの恵みと慣行の説
明　

説明:
1 諸天にあり地にあるもの、すべてを所有されるアッラ

ーに称賛あれ｡すべてはかれの創造によるので、かれの
所有し管理されるもの｡来世においても、かれにこそすべ
ての称賛はある｡かれは英明にして、すべてお見通し｡僕
の状況を知り尽くし、かれからは何事も隠しておけない｡

2 かれは大地に入るもの(水や植物など)、またそれから
出るもの(植物など)をすべて知り、また天から降りるもの
(雨や天使や糧など)、そしてそこに昇るもの(天使や僕の
行為や魂など)すべてを知っている｡かれは慈悲深いお
方で、悔いる人にはよく赦す方である｡

3 信仰のない人びとは言う｡(審判の)時は、わたしたち
には来ないのかと｡使徒よ、言え｡いいえ｡わたしの主に
誓って、それは必ずあなたがたにやって来る｡かれは時
間のように、目に見えない世界もご存知の方だ｡諸天に
おいても地においても、小さな蟻の重量も、かれが知ら
ないものはない｡またそれより小さいものも、大きいもの
も、最後の審判の日まで生起するあらゆる事柄が、明瞭
な保管された碑板に記されないものはない｡

4 その碑板に定められたものは、かれが信仰して善行
をする人びとを報いるためである｡これらの人びとにこ
そ、赦しがあり、罪を罰せられることはない｡そして審判
の日における気前のいい恵みとは、楽園である｡

5 でも、われらの印を虚しくしようとして、それは魔術だ
として、預言者は占い師で魔術師、そして詩人だと言い
張る人びと、これらの人びとには審判の日に最悪で最も
厳しい苦痛がある｡

6 教友や啓典を信じる者で知識を授かった人びとなら、あなたの主からあなたに啓示されたものが真理で、それ(真理)に疑いは
なく、それが偉力大かつ称賛すべき方(アッラー)の道に導くものであることは分かるだろう｡その道を支配する者はなく、それは現
世と来世において、称えられるべきものである｡

7 そして非信者たちは互いに驚いて、また預言者がもたらしたことを軽蔑しながら言う｡あなたがたが死んで粉々にされた後、復
活するなどと告げる人が誰かを示そうか？

本諸節の功徳: 
●アッラーの知識はすべてを覆うこと｡
●知識を有する人たちの有難み｡
●多神教徒が復活を否定するのは、かれらを創造したアッラーの力量を否定することになる｡
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8 あるいは、かれはアッラーについて嘘を捏造したの
か、それとも気が狂ったのかと言う｡いや｡来世を信じな
い人びとは、審判の日の苦痛と酷い迷いの中にいるの
だ｡

9 かれらはかれらの前にある天と後ろにある地を見な
いのか｡もしわれらが望むなら、われらは大地にかれら
を呑み込ませ、または大空の一部をかれらの上に落とす
だろう｡真に、その中には改心してアッラーに返る、すべ
ての僕にとっての印がある｡またそのようなことができる
者には、死後バラバラになった後から復活させることも
できるのだ｡

10 確かに、われらはダーウードに恩恵と王国を授けてこ
う言った。山々よ、かれと共にアッラーを称えなさい、また
鳥たちにも言った。われらはまた、いろいろの道具を作
れるようにと、かれのために鉄を軟らくした。

11 ダーウードよ、あなたは兵士を守る鎖よろいを造り、
その輪に細過ぎてはずれたり、逆に大きすぎてはめられ
ない、適切な鋲(びょう)を打ち込みなさい｡そして善行に
勤しむように｡実にわれはあなたがたが行うことをすべ
て見ているのだ｡われに隠せるような行いはなく、それに
ついて報奨を与えよう｡

12 また、スライマーンには風で、一朝に1ヵ月分を、ま
た一夕に1ヵ月分の行路を旅させた｡また、われらはかれ
に溶けた銅の泉を湧き出させた｡また、かれの主の許し
によって、あるジン(幽精)をかれの間で働かせ、かれらの
中で誰でもわれらの命令に背く者には、激しい火炎の苦
痛を味わわせた｡

13 ジンたちはスライマーンのために、かれが望む礼拝殿
や宮殿や彫像や貯水池ほどもある洗面器、固定した大
釜を製作した｡アッラーは言った｡あなたがたは働きなさ
い、ダーウードの一族よ、感謝して働きなさいと｡でも、

わたしの僕の中で感謝する者はわずかであった｡

14 われらがスライマーンに死を命じたときも、ジンにその死を知らせたのは、地面の虫がかれの杖を食べることの他にはなかった｡
それでかれが遺体になってもたれていた杖が折れて倒れると、ジンたちは見えない世界のあることが分かった｡もしかれらが見え
ない世界を知っていたなら、スライマーンに見られていると考えて、恥辱の苦痛(大釜製作の諸作業など)に服することもなかった｡

本諸節の功徳: 
●使徒になり王国を与えることで、ダーウードをアッラーは称えられた｡また山々や鳥を使役されて、鉄を柔らかくされた｡
●使徒になり王国を与えることで、スライマーンをアッラーは称えられた｡
●アッラーの恵みには、感謝を表すこと｡
●ジンなどが見えない世界を知っていることはなく、それはアッラーだけに可能なこと｡

۱۲۹
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アッラーは、ダーウードとその子スライマーンへの恩恵に
言及した後、サバアの民に言及する｡ダーウードとスライ
マーンはアッラーに感謝したが、サバアの民は恩知らず
だった｡

15 サバアの部族が住んでいた居住地には、かれのお力
と恩恵を示す明証があり、それは2つの果樹園だった｡1
つは右側、もう1つは左側にあり、われらは言った｡｢あな
たがたの主のお恵みを頂き、感謝せよ｡これはよい土地
であり、アッラーは赦し深い主｡悔悟する者の罪をお赦し
になる｡｣

16 だがかれらがアッラーへの感謝と使徒たちへの信仰
に背を向けたので、われらは恩恵を罰に替えた｡われら
は激しい洪水を送り、かれらのダムを破壊し、農園を水
に沈めた｡そしてかれらの2つの果樹園を、苦い果実を実
らせる2つの果樹園に替えたのだ｡そこには実を結ばな
い柳の木と、少々のハマナツメもあった｡

17  かれらが味わっていた恩恵の変化は、かれらの不信
仰と、恩恵に対する感謝の拒否によるものだった｡われ
らがこのような厳しい罰で罰するのは、アッラーとその
恩恵を否定する者のみ｡

18 われらはイエメンのサバアの民と、われらが祝福した
シャーム(シリア、パレスチナ、ヨルダンなどを含む地域)
の地の町々の間に、近接した町々を設けた｡そしてその
間の距離を、シャームの地に到達するのに苦のない間隔
とした｡われらはかれらに言った｡｢夜でも昼でも、敵や
飢えや渇きから無事な状態で、そこを好きなように旅せ
よ｡｣

19 しかしかれらは、その間隔の短さというアッラーの恩
恵に対し、不遜にも言った｡｢主よ、それらの町々を消し去
り、わたしたちの旅を遠くして下さい｡わたしたちが旅の
疲れを味わい、わたしたちの家畜の優等さが明らかにな
るように｡｣かれらはアッラーの恩恵に対し不遜になり、
感謝をせず、貧者たちに嫉妬することで、自らに不正を働いた｡それでわれらはかれらを後世まで語り継がれる者たちとし、お互い
の消息も尋ねられなくなるくらいにまで分散させた｡サバアの民への恩恵と、かれらの不信仰と尊大さが原因となった罰について
の話には、アッラーへの服従と罪への自己抑制と試練において忍耐強く、アッラーの恩恵に感謝する者にとっての教訓がある｡

20 イブリースは、自分がかれらを誘惑して真理から迷わせるという考えを実現した｡その望みを裏切った信仰者の一部を除いて
は、不信仰と迷いにおいてかれに従ったのだ｡

21 イブリースにかれらを迷わせる力があったわけではなく、ただ誘惑したのだ。われらがかれにそれを許したのは、来世とそこ
における報いを信じる者と、来世を疑う者とをわれらが知るためである。使徒よ、主は僕たちの行いを記録し、それに報いるお方。

22 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢あなたがたがアッラー以外の神々と主張しているものを呼び、益をもたらしたり、害を除
去したりさせてみよ｡それらは天地において塵一つ有してはいない｡それらはそこでアッラーと何も共有もせず、アッラーにはいか
なる援助者もいない｡｣かれは、いかなる共同者や援助者からも無縁である｡　

本諸節の功徳:
●感謝は恩恵を留め置き、忘恩はその消失を呼ぶ｡
●安全は、僕に対するアッラーの恩恵でも最大のもの｡
●正しい信仰はアッラーのお許しと共に、シャイターンの誘惑から守ってくれる｡
●偶像に主権、アッラーとの共同、アッラーへの援助や執り成しがあるという主張を始めとする多神教的諸事の原因の否定｡
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23 かれのもとでの執り成しは、その許可を与えられた者
しか役に立たない｡執り成しは偉大であり、アッラーはか
れが満足した者にしかそれを許可しない｡かれが天で語
れば、天使たちはその言葉に服従し、羽を鳴らせる｡する
とかれらの恐怖は取り除かれ、かれらはジブリールに言
う｡｢主は何を語ったのか？｣ジブリールは言う｡｢真理を
語った｡｣かれはその本質と支配において至高で、いか
なるものより大きいお方｡

24 使徒よ、多神教徒たちに言え。「天からは雨、地からは
果実や農産物でお恵みになるのは誰か？」言え。「それは
アッラーである。間違いなく、私とあなたがたのいずれか
が正道にあり、いずれかが明らかな迷いにあるのだ。」そ
して信仰者こそが導かれた民であり、多神教徒たちが迷
いの民なのである。

25 使徒よ、かれらに言え｡｢審判の日、あなたがたがわ
たしたちの罪について尋ねられることもないし、わたし
たちがあなたがたの行いについて尋ねられることもな
い｡｣

26 かれらに言え｡｢アッラーは審判の日、わたしたちとあ
なたがたを召集し、正義でもって裁く｡正しい者と間違っ
た者が明らかになる｡かれは正義で裁く英知あふれたお
方であり、裁きにおいて全知のお方｡｣

27 使徒よ、かれらに言え｡｢あなたがたが崇拝において
アッラーに並べている共同者たちを、わたしに見せよ｡い
や、あなたがたが思っているように、かれに共同者など
はいない｡｣かれは誰にも制圧されない偉大なお方であ
り、創造と定めと采配において英知あふれるお方｡

28 使徒よ、われらはあなたを全人類に向けて遣わした｡
敬虔な者たちには天国の吉報を、不信仰と放埓さの民
には地獄の警告を伝える｡しかし多くの者はそれを知ら
ない｡もし知っていたら、あなたを嘘よばわりしなかった

だろう｡

29 多神教徒たちは自分たちが恐れている罰へと急ぎ、言う｡｢罰の時はいつなのか？あなたがたがその主張において正直なら
ば｡｣

30 使徒よ、罰へと急ぐ者たちに言え｡｢あなたがたには決められた約束の時がある｡一刻たりとも遅れることも、早まることもない｡
それが審判の日である｡｣

31 アッラーを否定する者たちは言う｡｢わたしたちは、ムハンマドが自分に下されたと主張するこのクルアーンも、それ以前の啓典
も信じない｡｣使徒よ、審判の日に不正者たちが主のもとで清算のために勾留されるのを、もしあなたが目にするのなら｡かれらは
互いに言葉を交わし、責任や非難をなすりつけ合う｡現世において無力だった追従者たちは、自分たちを抑圧していた高慢な支配
者たちに、言う｡｢あなたがたがわたしたちを迷わせていなければ、わたしたちはアッラーと使徒たちを信じていたのに｡｣

本諸節の功徳:
●布教する対象が意地っ張りにならないよう、優しくすること｡
●導かれた者は導きによって高められ、迷妄の徒は迷いに沈み、蔑まれる｡
●預言者のメッセージは全人類とジンに向けられたもの｡

۱۳۱
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32 真理に対して高慢な支配者たちは、自分たちが抑圧
していた追従者たちに言う｡｢わたしたちが、ムハンマド
がもたらした導きからあなたがたを阻んだと？いや、あな
たがたこそは不正者で、腐敗をもたらす者たちだったの
だ｡｣

33 追従者たちは、自分たちを抑圧していた、真理に対し
て高慢な支配者たちに言う。「あなたがたの昼夜の画策
が、わたしたちを導きから阻んだのだ。あなたがたはわ
たしたちに、アッラーの否定と、被造物の崇拝を命じてい
た。」かれらは罰を目にし、自分たちが罰されることを知
ると、現世での不信仰な状態に対する後悔の念を見られ
ないようにする。われらは不信仰者たちの首に枷をかけ
るが、この報いはかれらが現世で行っていた、アッラー以
外のものに対する崇拝と稼いだ罪によるものなのだ。

民によって嘘よばわりされた使徒への慰めとして、アッラ
ーは、嘘よばわりが過去の民の常であるということを思
い出させ、こう言う:

34 われらが町に使徒を遣わし、アッラーの罰を警告さ
せれば、権力と地位と財産を持った富裕者たちは決まっ
て、こう言った｡｢使徒たちよ、わたしたちは、あなたがた
がもたらしたものを否認する｡｣

35 かれら高慢な権力者たちは、言うのである｡｢わたした
ちはあなたがたより、多くの財産と子供がある｡わたした
ちが罰されるというのは嘘だ｡わたしたちは現世でも来
世でも罰されることなどない｡｣

36 使徒よ、授かった恩恵に思い上がっているかれらに、
言え｡｢わが主はお望みの者の糧を豊かにし、感謝するか
恩知らずになるかお試しになる｡またお望みの者の糧を
乏しくし、忍耐するか嫌悪するかお試しになる｡だが多く
の者はアッラーが英知あるお方であることを知らない｡｣
かれの定めには偉大な英知があり、知る者はそれを知る
が、無知な者には分からないのだ｡

37 あなたがたが自慢にしている子供や財産が、アッラーのお喜びへと導くのではない｡だがアッラーを信仰し善行を行った者が、
倍増された褒美を得るのだ｡かれらは財産をアッラーの道に費やし、その子供たちから祈られることにより、お近づきを得る｡かれ
ら善行を行う信仰者たちには、その善行のために倍増された褒美がある｡かれらは罰や死や安寧からの断絶といった恐怖から無
事な状態で、天国の高きにあるのだ｡

38 不信仰者たちは人々をわれらの印から逸らし、目的を実現させるために尽力する｡かれらは現世では損失者で、来世では罰され
ることになる｡

39 使徒よ、言え｡｢わが主はお望みの僕の糧を豊かにし、お望みの者には乏しくされる｡アッラーの道において費やせば、かれは現
世においてはよりよいものを授け、来世においては豊かな褒美を与えてくれる｡アッラーは糧を授ける最良のお方｡糧を求めるな
ら、それをかれにこそ求めよ｡｣

本諸節の功徳:
●追従者と支配者どうしが互いに責任をなすり付け合っても、いずれも責任逃れは出来ない｡
●贅沢は真理の受容を遠ざける｡
●財産と子供は信仰者を益しはしても、不信仰者の役には立たない｡
●アッラーの道における財の拠出は、現世では更なる財産の獲得に、来世ではよき褒美につながる｡
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40 使徒よ、アッラーがかれら全員を召集する日を思い出
させよ｡かれは多神教徒たちに対する非難として、天使
たちにこう言う｡｢かれらは現世の生活で、アッラーを差
しおいてあなたがたを崇拝していたのか？｣

41 天使たちは言う｡｢あなたは崇高なお方｡かれらと関
係なしに、あなたはわたしたちの擁護者です｡わたした
ちとかれらの間には何の特別な関係もなく、かれら多神
教徒たちは天使の振りをしたシャイターンを、アッラーを
よそに崇拝していたのです｡かれらの多くは、かれら(シ
ャイターン)を信じていました｡｣

42 召集と清算の日、現世でアッラーをよそに崇拝されて
いたものが、その崇拝者を益したり害したりすることは
ない｡われらは不信仰と罪によって自らに不正を働いて
いた者たちに、言う｡｢あなたがたが現世で嘘としていた
地獄の業火を、味わえ｡｣

43 かれら多神教徒たちに、われらの使徒に下された疑
念の余地のない明らかな印が読誦されれば、かれらは
言う｡｢これをもたらした者は、あなたがたをあなたがた
の祖先のやり方から変えることを望む1人の男に過ぎな
い｡｣かれらは言う｡｢このクルアーンはアッラーに対して
捏造された嘘だ｡｣アッラーを否定する者たちは、クルア
ーンがかれらにもたらされた時、言った｡｢これは夫婦や
親子の間を分け隔てる、明らかな魔術に他ならない｡｣

44 われらはかれらに、クルアーンがムハンマドの捏造し
た嘘であることを示す啓典を与えたわけではない｡また
使徒よ、かれらに対しアッラーの罰について警告するい
かなる使徒も、われらはあなた以前に遣わさなかった｡

45 アード、サムード、ルートの民といった過去の民も嘘よ
ばわりした。そしてあなたの民の多神教徒たちは、力や
城砦や財産や人数において、かれらの10分の1にも達し
ていないのである。かれらは皆自分たちの使徒を嘘よば

わりし、かれらの財産や力や人数は何の役にも立たないまま、わが罰は下った。使徒よ、見るがよい。かれらに対するわが否認と罰
はいかなるものだったか？

46 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢わたしは1つのことをあなたがたに忠告する｡アッラーのために私欲を振り払って2人ず
つ、または1人ずつ立ち上がり、あなたがたの仲間(ムハンマド)の所業について、あなたがたがかれについて知っている知性、正直
さ、信頼性について熟考してみよ｡そうすればかれが狂人ではないことが分かる｡あなたがたが多神教からアッラーに悔悟しない
なら、かれはあなたがたに対する厳しい罰の前の警告者なのである｡｣

47 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢あなたがたがわたしに尋ねている、わたしがあなたがたにもたらした導きと善に対する
褒美は、あなたがたへのものである｡わたしの褒美はアッラーによるもののみ｡アッラーは全ての証人であり、わたしがあなたがた
に伝達したことの証人である｡またあなたがたの行いに対する証人でもあり、それに報いを与えられる｡｣

アッラーは虚妄と多神教の民に対する論拠を示した後、それがかれの習いであることを説明して、言う。
48 使徒よ、言え｡｢わが主は真理を虚妄に投げつけ、消滅させる｡かれは不可視の事象を熟知されるお方で、天地においてかれか

ら隠れられるものはなく、僕の行為もまた同様である｡｣

本諸節の功徳:
●先祖への盲従は導きを妨げる｡
●私欲を捨てて熟考することは、正しい決定と思考の手段である｡
●アッラーへと招く者は人々からではなく、人々の主からの褒美を期待する｡

۱۳۳
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49 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢真理、つまりイ
スラームは到来した｡虚妄は去り、そのいかなる痕跡も力
も残ってはおらず、息を吹き返すこともない｡｣

50 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢もしわたしが、
あなたがたに伝達することにおいて真理から迷うなら
ば、それによる害はわたしのみにあり、あなたがたには
何もない｡もしわたしがそこ(真理)に導かれたならば、そ
れはわが主の啓示によるもの｡かれは僕たちの言葉を聞
き、わたしの言葉を聞いて下さるお近いお方｡｣

51 使徒よ、もしあなたが、審判の日にかれら多神教徒た
ちが罰を目にし、恐れおののくのを見るならば｡かれらに
は逃げ場も避難所もなく、近い場所から真っ先に、いとも
容易く捕らえられるのだ｡その様子を見たら、あなたは驚
くだろう｡

52 かれらは自分たちの行き先を見て、言う｡｢わたしたち
は審判の日を信じた｡｣しかし信仰を受け入れられる場所
から遠く離れてしまったかれらが、どうして信仰を得るこ
とが出来ようか？かれらは行いの場であって報いの場で
はない現世から、報いの場であり行いの場ではない来
世へと出てしまったのだ｡

53 どうしてかれらの信仰が受け入れられようか？かれら
は現世でそれを否定し、真理から程遠い、遠い場所から
疑惑を投げかけていたのだ。かれらは使徒を、魔術師、
占い師、詩人などと言っていた。

54 かれら嘘よばわりする者たちは、かれらが望む生活
の享楽からも、不信仰に対する悔悟からも、地獄からの
救いからも、現世の生活への帰還からも阻まれたが、そ
れはちょうど過去の同様の民と同じ状態なのである｡か
れらは使徒たちがもたらした、アッラーの唯一性と復活
に関し、不信仰へと至る疑念を抱いていたのである｡

35．創造者章(ファーティル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
僕は全くアッラーの天地創造の御力に及ばず、主は僕を必要とされないこと。

説明:
1 前例のない形で天地を創造されたアッラーに讃えあれ｡かれは天使たちをその命令を遂行する使いとしたが、その中には預言

者たちに啓示を伝え、かれらをその伝達において支える者もいれば、その命令の遂行のために飛行する羽が2枚ある者、3枚ある
者、4枚ある者もある｡アッラーはお望みの者の器官、美、声などを増大させる｡アッラーは全能のお方で、不可能なことはない｡

2 全ての物事の鍵はアッラーの御手にある。かれが人々に与える糧、導き、幸福などの恵みを阻むことは誰にも出来ず、かれがそ
れらを阻めば誰も与えることは出来ない。かれは誰にも制圧されない偉大なお方であり、創造と定めと采配において英知あふれ
るお方。

3 人 よ々、あなたがたに対するアッラーの恩恵を心と舌で、そして身体による行動によって、思い起こせ。天からは雨を降らし、地か
らは果実や農産物を生育させることで糧を授けてくれる、アッラー以外の創造主があなたがたにいるというのか？かれ以外に真に
崇拝すべきものはない。どうしてこの真理から逸れ、アッラーに共同者がいるなどと嘘をつくのか？かれこそがあなたがたを創造
し、糧を与えてくれたのに。

本諸節の功徳:
●審判の日における不信仰者たちの恐怖の様子は、ただごとではない光景である｡
●信仰の受け入れが役に立つのは、行いの場である現世のみである｡
●天使たちの創造の偉大さは、その創造主の偉大さを示している｡

部 22434サバア章



4 使徒よ、もしあなたの民があなたを嘘よばわりして
も、忍耐せよ｡民によって嘘よばわりされた使徒は、あな
たが初めてではない｡アード、サムード、ルートの民とい
った過去の民も、その使徒たちを嘘よばわりしたのだ｡
全ての物事はアッラーへと帰り行く｡かれは嘘よばわり
した者たちを滅ぼし、使徒と信仰者たちを援助するの
だ｡

5 人々よ、復活、報い、審判の日といったアッラーの約束
は、疑念の余地のない真実である｡だから現世の生活の
享楽や欲望にかまけて、善行によるこの日への準備を
怠ってはいけない｡また、シャイターンによる虚妄の美化
や、現世の生活への傾倒に騙されてはならない｡

6 人々よ、シャイターンはあなたがたに対する恒久的な
敵なのだから、かれを敵として戦い続けよ｡シャイターン
はその追従者たちをアッラーの否定へと招くが、それは
審判の日にかれらを燃え盛る地獄に入れるためなのだ｡

7 シャイターンに従ってアッラーを否定する者たちに
は、強烈な罰がある｡アッラーを信じ善行をする者たちに
は、アッラーからの罪に対するお赦しと、天国という偉大
な褒美がある｡

8 シャイターンによって悪行を美化され、それを美しい
と信じた者は、アッラーによって真理を美化され、それを
真理と信じた者とは違う｡アッラーはお望みの者を迷わ
せ、お望みの者を導かれるのであり、何の押し付けもさ
れない｡だから使徒よ、迷った者たちの迷妄を見て、悲し
みで身を滅ぼすのではない｡アッラーはかれらの行いを
ご存知であり、かれらの行いはかれに筒抜けなのであ
る｡

9 アッラーは風を送り、それで雲を動かして植物の生
えない土地へと送り、その雨水によって植物を芽生えさ
せ、乾いた土地を生き返すお方｡一度は死んだ土地を植

物を芽生えさせ、生き返すのと同様、審判の日に死者は復活するのである｡

10 現世でも来世でも権勢を求める者は、アッラー以外の者にそれを求めるのではない｡そこにおける権勢はアッラーのみに属する
からである｡かれを念じるよい唱念はかれのもとへと昇って行くのであり、かれは僕たちの善行をご自身のもとへと上げる｡そして
使徒の殺害などの悪巧みをする者たちには、厳しい罰がある｡かれら不信仰者たちの画策は消滅するのであり、その目的を実現す
ることはない｡

11 アッラーはあなたがたの先祖アーダムを土から創造し、それからあなたがたを精液から創り、そしてあなたがたを互いに結婚し
合う男女としたお方｡いかなる女性もかれの知識なくして胎児を宿したり、出産したりすることはない｡また、守護された碑板に既に
定められていることなくして、被造物の年齢が増減することもない｡あなたがたの土からの創造、段階的な創造、守護された碑板に
おけるあなたがたの寿命の定め、それらのことはアッラーにとって容易いことなのだ｡

本諸節の功徳:
●過去の使徒たちとその民との話による、使徒ムハンマドへの慰め｡
●現世にかまけることは、真理を拒否することの原因である｡
●シャイターンを敵とするということは、かれに対する自己防衛の原因(アッラーの唱念、クルアーン読誦、服従行為、罪の放棄など)
を実践することである｡
●アッラーの至高性という属性の確証｡

۱۳٥
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12 2つの海は同様ではない｡一方は美味で喉越しがよ
く、もう一方は塩辛さのため飲用不可能である｡そしてそ
のいずれからも、あなたがたは軟らかい魚の肉を食べ、
装飾品として身につける真珠や珊瑚を採集する｡また、
あなたは船が波を切って前後に進み、商売によってアッ
ラーの恵みを求めるのを見る｡あなたがたは、アッラー
があなたがたに授けた多くの恩恵に感謝するであろう｡

13 アッラーは夜を昼に入れてそれを長くし、昼を夜に入
れてそれを長くする｡また太陽と月を運行させるが、その
いずれもアッラーがご存知の期限である審判の日へと
向かっている｡それら全てを定め、運行させているお方こ
そアッラー｡かれのみに王権は属する｡かれをよそにあ
なたがたが崇拝している偶像は、ナツメヤシの実の薄皮
程度のものも所有していない｡それなのに、あなたがた
はそれらを崇拝するのか？

14 あなたがたが、あなたがたの崇拝対象に祈っても、そ
れらはあなたがたの祈りを聞かない｡それらは物質であ
り、聴覚などないのだ｡そしてたとえ聞いたとしても、あ
なたがたに応じはしない｡あなたがたがかれらを共同者
とし、かれらを崇拝していたことを、かれらは審判の日、
無関係とするのである｡使徒よ、誰もあなたに対し、アッ
ラーより正しい言葉を話す者はない｡

15 人々よ、あなたがたは何に関しても、どのような状況
であっても、アッラーを必要とする｡しかしアッラーは十全
で、あなたがたを一切必要とはしない｡現世と来世にお
いて僕たちに定めることにおいて、讃えられるべきお方
なのだ｡

16 かれがあなたがたの破滅をお望みになれば、破滅さ
せられ、あなたがたの代わりに何も並べることなく、ご自
身だけを崇拝する新たな者たちを出現させられる｡

17 あなたがたの破滅と、あなたがたの代わりとなる新た
な民を出現させることなど、アッラーにとって不可能なことではない｡

18 罪を背負う者が、罪を背負う他の者の罪を負わされることはない｡各人は自分の罪だけを背負うのだ｡重い罪を背負う者が、自
分の罪を背負ってくれるよう他の者に呼びかけても、僅かたりとも背負ってはもらえない｡たとえその者が近親であったとしても、
である｡使徒よ、あなたは目に見えない主を恐れ、礼拝を完全な形で遂行する者たちにこそ、アッラーの罰を警告する｡かれらこそ
が、あなたの警告が役立つ者たち｡そして罪、その最大のものが多神教であるが、それらから身を清める者こそが、自らを清めるの
だ｡その利益は自分自身のものとなるのであり、アッラーは自分が服従されることで得などしないのだから｡審判の日、清算と報い
のための帰り所は、アッラーなのである｡

本諸節の功徳:
●海を仕えさせ、昼夜を交替させ、太陽と月を仕えさせたことは、人々に対するアッラーの恩恵である｡しかし人々はこの恩恵に慣
れきってしまい、おろそかにしている｡
●聴覚も理性もない偶像に祈ることの愚かさ｡
●アッラーを必要とする状態は人類に必須の性質であり、完全性はアッラーに属する｡
●自分自身の浄化は、自分自身のためのもの｡自らを守るのも、喪失するのも、自分次第である｡
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19 盲人と目が見える者が異なるように、不信仰者と信仰
者はその地位において異なる｡

20 闇と光が異なるように、不信仰と信仰は異なる｡

21 影と灼熱の風が異なるように、天国と地獄はその影響
において異なる｡

22 生者と死者が異なるように、信仰者と不信仰者は異な
る｡アッラーは導きをお望みの者に、お聞かせになる｡そ
して使徒よ、あなたは墓場の死人のような不信仰者たち
に、聞かせることは出来ない｡

23 あなたはかれらに対する、アッラーからの罰の警告者
にすぎない｡

24 使徒よ、われらはあなたを、疑念の余地のない真理と
共に遣わした｡信仰者たちへは、アッラーがかれらに準
備した豊かな褒美の吉報を伝え、不信仰者たちに対して
は、かれがかれらに準備した痛烈な罰を警告する者とし
て｡過去の民にもアッラーのもとから、その罰を警告する
使徒が遣わされてきたのである｡

25 使徒よ、あなたの民があなたを嘘よばわりしても、
忍耐せよ｡民によって嘘よばわりされた使徒は、あなた
が初めてではない｡アード、サムード、ルートの民といっ
た過去の民も、その使徒たちを嘘よばわりしたのだ｡そ
れらの使徒たちはアッラーのもとから、自分たちの正し
さを証明する明らかな論拠と共に、書巻と共に、それを
熟慮する者にとっての輝かしい啓典と共に到来したので
ある｡

26 それにも関わらず、かれらはアッラーと使徒たちを否
定し、かれらがかれのもとからもたらしたものを信じなか
った｡それでわれは不信仰者たちを滅ぼした｡使徒よ、
かれらを滅亡させることになった、かれらへのわが否認

について熟慮せよ｡

27 使徒よ、あなたはアッラーが天から雨を降らし、その水によって異なる色の果実を出したのを見ないのか？われらがその木々に
水を与えた結果、そこには赤、緑、黄色などの果実がある｡また山々には白い道、赤い道、漆黒の道がある｡

28 また人々、生き物、家畜(ラクダ、牛、羊)にもさまざまな色がある｡アッラーを偉大視し恐れるのは、かれを知る者たち｡その者たち
はかれの属性、法規定、力の印を知っているからである｡アッラーは誰にも制圧されない偉大なお方であり、悔悟する僕たちの罪を
赦されるお方｡

29 われらが使徒に下したアッラーの啓典を読誦して、その内容を実践し、礼拝は最善の形で遂行し、われらが授けたものから秘
密裏にまたは公に喜捨を施す者たち｡かれらはそれらの行いによって、アッラーのもとで廃れることのない商売を所望する者たち｡

30 アッラーはかれらの行いに十全なる褒美を与え、そこに更なる恵みを追加される｡かれはそれに相応しいお方であり、それらの
特徴を持った者たちの罪をお赦しになり、かれらの善行に感謝されるお方である｡

本諸節の功徳:
●真理とその徒、虚妄とその徒の平等性の否定。
●使徒ムハンマド以前の使徒の数の多さは、アッラーの慈悲と人々の頑迷さの印｡
●嘘呼ばわりする者たちの破滅は、アッラーの慣行である｡
●信仰とは実り多い商売であり、不信仰とは破綻した商売である｡

۱۳۷
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31 使徒よ、われらがあなたに啓示した啓典は、疑念の余
地のない真理であり、過去の啓典を確証するものであ
る｡アッラーは僕たちを熟知され、ご覧になるお方｡アッ
ラーはあらゆる民の使徒に、その時代に必要なことを啓
示する｡

32 それからわれらは、他の数々の共同体から選んだム
ハンマドの共同体に、クルアーンを授けた｡その中には禁
止事項を犯し、義務行為を放棄することで、自らに不正を
働く者がいる｡また、義務行為を遂行し禁止事項は回避
するものの、推奨行為の一部はせず、嫌われる行為の一
部を行う、中くらいの者もいる｡また、アッラーのお許しと
共に善行に急ぐ者もいるが、それは義務行為と推奨行為
を遂行し、禁止事項と嫌われる行為を回避することであ
る｡アッラーがこの共同体を選び、クルアーンを与えたこ
とは、いかなる寵愛にも勝る大きな寵愛である｡

33 かれら選ばれし者たちは天国に入り、そこで真珠と金
のブレスレットを身につける｡そこでの衣服は絹である｡

34 永遠の天国に入った後、かれらは言う｡｢地獄に入るこ
との恐れを、わたしたちから取り除いてくれたアッラーに
讃えあれ｡アッラーは悔悟した僕の罪をお赦しになり、そ
の服従行為に感謝されるお方｡

35 かれはわたしたちをその寵愛によって、移転のない
永遠の滞在先に住まわせて下さった｡それは、わたした
ちの力によるものではない｡そこでは疲れも苦しみもな
い｡｣　

選ばれし者たちの報いが描写された後、アッラーは最悪
の者たちである不信仰者たちへの報いに言及して、言
う。

36 アッラーを否定した者たちには、永遠の地獄の炎があ
る｡かれらは死を与えられて死ぬことで罰から安らぐこと
も出来ず、地獄の罰を軽減されることもない｡われらは審判の日、主の恩恵を否定した全ての者に、このような罰でもって報いるの
だ｡

37 かれらはそこで大きな声を上げて救いを求め、叫ぶ｡｢主よ、わたしたちを地獄から出して下さい｡そうすればあなたの喜びを得
るために、現世でしていたのとは違う正しい行いをして、あなたの罰から逃れます｡｣するとアッラーは答える｡｢われらはあなたが
たに、教訓を得たい者が教訓を得てアッラーに悔悟し、善行を行えるだけの年月を生きさせたのではないか？あなたがたには、ア
ッラーの罰を警告する使徒が到来したのではないか？あなたがたに言い訳は出来ない｡地獄の罰を味わえ｡不信仰と罪で自らに
不正を働いた者たちには、罰から救ったり、罰を軽減してくれたりする、いかなる援助者もないのだ｡｣

38 アッラーは天地における不可視の世界を余すことなくご存知で、僕がその心の内に潜めている善いことも悪いこともご存知の
お方｡

本諸節の功徳:
●他の共同体に対するムハンマドの共同体の優越性｡
●信徒の信仰レベルの違いは、現世と来世における位階の違いを表す｡
●時間は守るべき信託である｡それを粗末に扱う者には、後悔が無意味になる日の後悔がある｡
●アッラーの知識は全てを網羅する｡
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39 人 よ々、かれはあなたがたの行いを試すため、地上で
あなたがたを互いに引き継ぐ者とされたお方｡アッラー
と諸使徒がもたらしたものを否定する者の罪と罰は、そ
の者自身にある｡その不信仰が主を害することはない｡
不信仰者たちの不信仰者は、その主のもとで激しい憎悪
を呼び、その不信仰は損失しかもたらさない｡もし信仰し
ていればアッラーが天国で準備していたものを、かれら
は失うのである｡

40 使徒よ、かれら多神教徒たちに言え｡｢あなたがたが
アッラーをよそに崇拝している共同者たちについて、わ
たしに言ってみよ｡それらは地上で何を創造したのか？
山々を、河川を、生き物を創造したのか？それとも天の創
造における、アッラーの共同者なのか？われらはかれら
に、それら共同者たちの崇拝を正当化する根拠を含む啓
典を、与えたというのか？｣そのいずれも否である｡不信
仰と罪で自らに不正を働く者たちは、互いに欺瞞を約束
し合っているに過ぎない｡

41 アッラーは天地が消失しないよう、支えている｡もしそ
れらが崩れたら、かれを除いてそれらを支える者はいな
い｡かれは罰をお急ぎにならない寛容なお方｡悔悟した
僕の罪をお赦しになるお方｡

42 かれら不信仰者たちは、厳粛に誓って言う｡もしアッラ
ーのもとからその罰を警告する使徒がやって来たら、か
れらはユダヤ教徒やキリスト教徒やその他の者たちより
も真理の服従において確立した者となる、と｡しかし主か
らムハンマドが遣わされ、アッラーの罰について警告し
ても、かれらは真理から遠ざかり、虚妄にしがみつくだけ
だった｡以前の者たちよりも正しく導かれるという厳粛な
誓いを、果たさなかったのである｡

43 アッラーにおいてかれらが誓ったのは、正しくよい意
図ではなく、地上における高慢さと、人々への欺瞞のた
めだった｡悪巧みは、それを行う者自身を包囲する｡かれ

ら悪巧みをする高慢な者たちは、アッラーの不変の定め、つまり過去の者たちが滅ぼされたように滅ぼされることを待っているに
他ならない｡あなたは高慢な者たちが滅ぼされるというアッラーの定めに、代替も移転も見出すことはない｡つまりそれが起こらな
かったり、別の誰かに降りかかったりするということはない｡

44 あなたを嘘よばわりするクライシュ族は地上を旅し、嘘よばわりした過去の民の最期がいかなるものだったか熟考しないのか？
かれらはクライシュ族よりも強力だったが、その最期はアッラーによる破滅という悪いものではなかったのか？天地においてアッラ
ーから逃れられるものはない｡かれはそれら嘘よばわりする者たちの行いについて、余すことなくご存知である｡そしてお望みにな
った時いつでも、滅ぼすことが出来るのだ｡

本諸節の功徳:
●不信仰はアッラーのお怒りを招き、損失と不幸を呼ぶ｡
●多神教徒たちは多神教の根拠を、理性にも啓示にも見出せない｡
●アッラーの差配により、不正者は遅かれ早かれ滅亡すること。
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45 もしアッラーが、犯した罪によって人間を罰するな
ら、直ちにかれは地上にはまったく人間も動物も財産も
残さないほどの破壊をもたらしたであろう｡しかしかれ
は定めの期限(復活の日)まで、かれらに猶予を与える｡
そしてその期限が来たとき、確かに、アッラーは僕たちを
監視し、何も隠せなくする｡行ってきたことで報い、善に
は善を悪には悪を持って対処される｡

36．ヤー・スィーン章
マッカ啓示

本章の趣旨:
メッセージと復活の確認とそれらの証拠｡

説明:
1 ヤー・スィーン｡同類の表現については、雌牛章の初

めで説明した｡

2 アッラーは英明なクルアーンにかけて誓う｡その前に
も、後ろにも虚偽がやってくることはない｡

3 使徒よ、誠にあなた(ムハンマド)は使徒の一人で、ア
ッラーが僕に対して、単一であり礼拝の唯一の対象であ
ることを教えるために遣わされた｡

4 　 5 まっすぐな道と正しい教えの上に｡このまっすぐ
な道と正しい教えこそは、偉力大かつ慈悲深いお方から
下されたものである｡

6 あなたは、先祖が警告を受けておらず、それで留意し
ていない民に警告するのだ｡アラブ人には預言者が遣
わされておらず、かれらは信仰と一神教に不注意であ
る｡しかし警告の途切れてしまった民族はすべて同様で
あり、使徒によって警告が発せられる必要があるのだ｡

7 真実が使徒によって伝えられても、かれらの多くは信仰しないままなので、アッラーの懲罰が下されることとなった｡かれらはア
ッラーもその使徒も信じないままで、到来した真実によって行動することはない｡

8 かれらは信仰もなく、導かれてもいない｡それを例えれば首かせがはめられてそれが顎(あご)まであり、手もそこに結び付けら
れている者のようだ｡そしてかれらの頭は上向きになり下には下げられず、アッラーを信仰することが妨げられて頭を下げての服
従も叶わなくなっているのだ｡

9 われらはかれらの前面に障壁を設け、背面にも障壁を設け、さらに、かれらに覆いをした｡それでもう、かれらは真実を見ること
ができなくなった｡かれらの不信仰の頑固さと執拗さが明確となったから、そうしたのだ｡

10 ムハンマドよ、あなたが警告しても警告しなくても、かれらにとっては同じで、かれらはアッラーからの真実を信じない｡

11 あなたの警告が役立つものは、この(クルアーン)を信じ、その教えに従い、独りでいるときに主を畏れる人だけである｡だから、
その人に赦しと偉大な報奨の吉報を伝えよ｡それは楽園に入るということに他ならない｡

12 確かにわれらは、復活によって死者に命を与え、またかれらが(現世で)行なった善も悪も、かれらの足跡を記録する｡そしてかれ
らの永続する施しといった善行や不信仰のような悪行を、われらはすべて明瞭な保存された記録の書板に数え上げるのだ｡

本諸節の功徳:
●頑固さは真実への導きの障害となる｡
●クルアーンに従う行動や、アッラーを畏れることは、楽園に入る原因である｡
●信仰する正しい子供や永続する施しなどは、信者にとっての徳である｡
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13 使徒よ、その町の頑なな住民の話を、例としてかれら
に示すとよいだろう｡使徒たちがそこにやって来たとき
のこととして｡

14 われらが2人の使徒を遣わしたとき、かれら住民は2
人を嘘つき呼ばわりした｡そこで、われらは第3の者で強
化した｡そしてかれら使徒たちは言った｡確かに、わたし
たちはあなた方に、アッラーの唯一性とその定めに従う
ように呼び掛けるために遣わされた者である｡

15 かれらは言った｡あなた方はわたしたちと同じ人間に
すぎない｡慈悲あまねきお方は何も啓示されてはいない
のだ｡あなた方は嘘をついているだけだ｡

16 かれら3人の使徒たちは言った｡わたしたちがあなた
方に遣わされた者であることは、わたしたちの主がご存
知だ｡それで十分な証拠である｡

17 わたしたちの務めは明らかな啓示の伝達のみであ
る｡あなた方を導く者ではない｡

18 かれら(住民)は言った｡わたしたちにとってあなた方
は不吉な兆候だ｡もし止めないなら、あなた方を石打ち
にするだろう｡そして、わたしたちからの厳しい苦痛が襲
うのだ｡

19 かれら使徒たちは言った｡あなた方自身が不吉な兆
なのだ。あなた方は諭されているのに、それを拒否する
からである｡アッラーを想起して、何が不吉な知らせであ
るのか、熟慮しなければいけない｡あなた方は使徒に反
して、あまりに掟破りの民なのだ｡

20 そのとき、町のはずれから一人の男が、人々の不信仰
と使徒殺害の脅かしを恐れて、走って来て言った｡人々
よ、これらの使徒たちに従いなさい｡

21 あなた方に何の報酬も求めない人に従いなさい｡かれらは正しく導かれています｡こういった人々の言うことには、従うべきで
す｡

22 この善意の男は言った｡わたしを創った方に仕えないなど、どうしてできるでしょう｡あなた方も復活の後には、かれに帰される
のです｡

23 創造主のアッラーを差し置いて他の神々を配することができるでしょうか｡もし慈悲あまねきお方がわたしに災いを望むなら、神
々の執り成しは少しも役に立たず、またアッラーが意図された懲罰からわたしを救うこともできません｡

24 そうしたら明らかに価値のない神々を崇めたことになり、わたしは間違いを犯したことになります｡

25 人々よ、わたしは、わたしとあなた方の主を信じます｡殺されるという脅迫を恐れません｡しかしかれらのかれに対する殺害は敢
行されたので、アッラーはかれを楽園に入れたのであった｡

26  27 かれは、殉教者として楽園に入りなさいと言われた｡そこへ入ってそこにある安寧を目にした後に、かれは言った｡罪が赦さ
れることや、わたしに与えられた報奨を、人々が知っていればよかったのに｡そうすれば、かれらもわたしと同様に信仰し、わたしの
ように報いられていただろうに、と｡

本諸節の功徳:
●アッラーへの呼び掛けにおける、物語の重要性。
●何らかの事実が不吉をもたらすと考えることは、不信であること｡
●真実の人々に助言するのは、義務であること｡
●人に幸運と善を願うことは、信じる人の特性である｡
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